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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第80期

第３四半期連結
累計期間

第81期
第３四半期連結
累計期間

第80期

会計期間

自平成26年
　４月１日
至平成26年
　12月31日

自平成27年
　４月１日
至平成27年
　12月31日

自平成26年
　４月１日
至平成27年
　３月31日

売上高 （百万円） 50,815 53,994 67,428

経常利益 （百万円） 263 517 321

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 140 309 143

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 163 385 195

純資産額 （百万円） 5,719 5,964 5,751

総資産額 （百万円） 28,867 30,943 24,846

１株当たり四半期（当期）純利

益金額
（円） 1.67 3.69 1.71

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 18.7 18.0 21.8

 

回次
第80期

第３四半期連結
会計期間

第81期
第３四半期連結
会計期間

会計期間

自平成26年
　10月１日
至平成26年
　12月31日

自平成27年
　10月１日
至平成27年
　12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 1.47 2.08

    （注） １．当社は四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標の推移については

   記載していない。

２．売上高には消費税を含んでいない。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため

   記載していない。

　　　　　　４．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、

　　　　　　　　第１四半期連結累計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期

　　　　　　　　（当期）純利益」としている。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

 

２【経営上の重要な契約等】

　　　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府、日銀による景気対策効果により、国内経済は緩やかな

回復基調が続いておりますが、生活防衛意識や個人消費の節約志向、またアジア新興国等の減速懸念など、景気の

先行きについては依然不透明な状況にあります。

　水産・食品業界におきましては、円安による原材料の輸入価格の上昇や消費者の低価格志向・節約志向等が続く

厳しい経営環境にありました。

　このような状況のもと、当社グループは、引き続き顧客のニーズに迅速に対応するとともに、増強してきた設備

やグループの持つ機能を最大限に活用して収益の確保に努めてまいりました。

　当社グループの当第３四半期連結累計期間の経営成績は、新規顧客の開拓等により前年同期比増収増益となりま

した。

　以上の結果、売上高539億94百万円（前年同期比31億78百万円増）、営業利益４億76百万円（前年同期比２億43

百万円増）、経常利益５億17百万円（前年同期比２億54百万円増）、親会社株主に帰属する四半期純利益３億９百

万円（前年同期比１億69百万円増）となりました。

　セグメントの業績は以下のとおりであります。

　①　冷蔵倉庫事業セグメント

　　冷蔵倉庫事業セグメントは、物流センターの稼働率の上昇に伴い、入庫量・在庫量が増加したことにより、荷

役料売上と保管料売上が増加したことに加え、電力料や減価償却費など経費の減少により、売上高は38億１百万

円（前年同期比72百万円増）となり、営業利益は３億52百万円（前年同期比98百万円増）となりました。

　②　水産食品事業セグメント

　　水産食品事業セグメントは、主にリテールサポート部門において新規顧客の開拓や前年度新設した市川流通セ

ンターの業務改善により売上高は増加し、利益も改善いたしました。その結果、売上高は501億92百万円（前年

同期比31億６百万円増）となり、営業利益は１億23百万円（前年同期は営業損失21百万円）となりました。

　(2) 財政状態の分析

① 資産の部

　当第３四半期連結会計期間末の資産合計は、前期末比60億97百万円増加し、309億43百万円となりました。

　流動資産は、売上債権の増加等により、前期末比43億46百万円増加の138億58百万円となりました。

　固定資産は、建設仮勘定の計上等により、前期末比17億51百万円増加の170億85百万円となりました。

② 負債の部

　当第３四半期連結会計期間末の負債合計は、前期末比58億83百万円増加し、249億79百万円となりました。

　流動負債は、仕入債務や短期借入金の増加等により前期末比43億70百万円増加し、146億76百万円となりまし

た。

　固定負債は、冷蔵庫建設資金の借入等により前期末比15億12百万円増加し、103億２百万円となりました。

③ 純資産の部

　当第３四半期連結会計期間末の純資産合計は、株主配当金の支払１億67百万円等があったものの、親会社株主に

帰属する四半期純利益が３億９百万円となったことなどにより、前期末比２億13百万円増加の59億64百万円となり

ました。

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　　(4) 研究開発活動

　　　　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 300,000,000

計 300,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成27年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成28年２月12日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 83,790,000 83,790,000
東京証券取引所

市場第一部
単元株式数1,000株

計 83,790,000 83,790,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成27年10月１日～

平成27年12月31日
－ 83,790,000 － 2,485,500 － 551,375

 

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成27年９月30日）に基づく株主名簿により記載をしております。

 

①【発行済株式】

平成27年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － 　　　　　－

議決権制限株式（自己株式等） － － 　　　　　－

議決権制限株式（その他） －  － 　　　　　－

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式      48,000 － 　　　　　－

完全議決権株式（その他） 普通株式  83,649,000 83,649 　　　　　－

単元未満株式 普通株式      93,000 － 　　　　　－

発行済株式総数 83,790,000 － －

総株主の議決権 － 83,649 －

 

②【自己株式等】

平成27年９月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

　株式会社ホウスイ
東京都中央区築地

五丁目２番１号
48,000 － 48,000 0.06

計 － 48,000 － 48,000 0.06

 

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成27年10月１日から平

成27年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、監査法人和宏事務所による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,521 993

受取手形及び売掛金 5,754 9,660

商品及び製品 1,805 1,680

原材料及び貯蔵品 27 19

関係会社預け金 206 1,153

繰延税金資産 50 50

その他 165 307

貸倒引当金 △20 △6

流動資産合計 9,512 13,858

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 17,208 17,300

減価償却累計額 △8,260 △8,814

建物及び構築物（純額） 8,948 8,486

機械装置及び運搬具 3,738 3,796

減価償却累計額 △2,641 △2,815

機械装置及び運搬具（純額） 1,096 981

工具、器具及び備品 418 407

減価償却累計額 △264 △279

工具、器具及び備品（純額） 153 127

土地 3,300 3,297

リース資産 607 665

減価償却累計額 △280 △308

リース資産（純額） 326 357

建設仮勘定 14 2,350

有形固定資産合計 13,839 15,601

無形固定資産   

のれん 628 570

その他 215 206

無形固定資産合計 843 776

投資その他の資産   

投資有価証券 366 378

長期貸付金 48 46

繰延税金資産 110 108

破産更生債権等 － 22

貸倒引当金 － △22

その他 125 174

投資その他の資産合計 650 707

固定資産合計 15,334 17,085

資産合計 24,846 30,943
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 5,276 8,557

1年内返済予定の長期借入金 416 416

1年内返済予定の関係会社長期借入金 346 338

短期借入金 2,100 2,900

関係会社短期借入金 700 900

リース債務 114 128

未払法人税等 66 115

賞与引当金 73 20

役員賞与引当金 16 10

本社移転損失引当金 － 4

その他 1,194 1,286

流動負債合計 10,305 14,676

固定負債   

長期借入金 4,577 6,565

関係会社長期借入金 2,755 2,502

リース債務 215 234

退職給付に係る負債 860 822

本社移転損失引当金 147 －

繰延税金負債 4 7

長期預り保証金 10 9

長期未払金 110 78

負ののれん 109 82

固定負債合計 8,789 10,302

負債合計 19,095 24,979

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,485 2,485

資本剰余金 1,220 1,220

利益剰余金 1,651 1,793

自己株式 △1 △2

株主資本合計 5,355 5,496

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 67 80

その他の包括利益累計額合計 67 80

非支配株主持分 327 387

純資産合計 5,751 5,964

負債純資産合計 24,846 30,943
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年12月31日)

売上高 50,815 53,994

売上原価 46,938 49,859

売上総利益 3,877 4,134

販売費及び一般管理費 3,644 3,658

営業利益 232 476

営業外収益   

受取利息 2 1

受取配当金 2 1

負ののれん償却額 27 27

賃貸収入 54 56

仕入割引 22 32

雑収入 34 28

営業外収益合計 142 148

営業外費用   

支払利息 106 105

雑支出 5 2

営業外費用合計 112 107

経常利益 263 517

特別利益   

投資有価証券売却益 － 22

本社移転損失引当金戻入額 － 142

特別利益合計 － 165

特別損失   

割増退職金 1 －

損害賠償金 6 －

減損損失 － ※１ 142

構造改善費用 － ※２ 3

特別損失合計 8 146

税金等調整前四半期純利益 254 536

法人税等 118 163

四半期純利益 136 372

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
△3 63

親会社株主に帰属する四半期純利益 140 309
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年12月31日)

四半期純利益 136 372

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 27 12

その他の包括利益合計 27 12

四半期包括利益 163 385

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 167 321

非支配株主に係る四半期包括利益 △3 63
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

 　該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

　　　（企業結合に関する会計基準等の適用）

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日。以下「連結会計基準」

という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成25年９月13日。以下「事業分離等

会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社

の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用とし

て計上する方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合について

は、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半

期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分

から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累

計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

　企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事

業分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点から

将来にわたって適用しております。

　これによる損益に与える影響はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該実効税率を乗じて計算しています。

 

（追加情報）

　前第３四半期連結累計期間において、「営業外収益」の「雑収入」に含めて表示しておりました「賃貸収入」及

び「仕入割引」は、金額的重要性が増したため区分掲記しております。この表示方法の変更を反映させるため、前

第３四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表の組替えを行っております。

　この結果、前第３四半期連結累計期間の四半期連結損益計算書において、「営業外収益」の「雑収入」に表示し

ておりました111百万円は、「賃貸収入」54百万円、「仕入割引」22百万円、「雑収入」34百万円として組み替え

ております。
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（四半期連結損益計算書関係）

※１．減損損失

　　　当第３四半期連結累計期間において、当社グループは次の資産について減損損失を計上している。

 

　　　場　　所 　　　用　　途 　　　　　種　　類 　　　減損損失

　東京都中央区 本社・冷蔵庫
建物及び構築物・機械装置・工

具、器具及び備品
　　142百万円

 

　　　当社グループは豊洲新市場への本社移転時期が確定したことに伴い、移転により使用が見込まれない固定資産につ

いて減損損失を計上している。減損損失の金額は以下のとおりである。

 

　　建物及び構築物 119百万円

　　機械装置 　18百万円

　　工具、器具及び備品 4百万円

　　合　　　　計 142百万円

 

　　　当社グループは、減損損失を認識するにあたっては、管理会計上の損益を把握する単位である事業部署別（冷蔵庫

は各冷蔵庫別）にグルーピングを行い、本社管理部門に係る資産は共用資産としてそれぞれの物件ごとに１つの資産

グループとしている。

　　　なお、上記固定資産の回収可能価額の算定については、売却可能性が見込まれないため零としている。

 

※２．構造改善費用の内訳

　　　魚惣菜専門店舗事業撤退に伴う費用である。

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期

連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のと

おりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日）

減価償却費 801百万円 764百万円

のれんの償却額 58 58

負ののれんの償却額 △27 △27
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年12月31日）

配当に関する事項

　配当金支払額

    決議
株式の
種類

配当金の
総額

（百万円）

配当の原資
１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日

平成26年５月13日

取締役会
普通株式 167 　利益剰余金 2 平成26年３月31日 平成26年６月11日

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年12月31日）

配当に関する事項

　配当金支払額

    決議
株式の
種類

配当金の
総額

（百万円）

配当の原資
１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日

平成27年５月14日

取締役会
普通株式 167 　利益剰余金 2 平成27年３月31日 平成27年６月10日
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年12月31日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：百万円）

 報告セグメント

合計 調整額
四半期連結損益
計算書計上額
(注) 冷蔵倉庫事業 水産食品事業

売上高      

外部顧客への売上高 3,729 47,086 50,815 － 50,815

セグメント間の内部売

上高又は振替高
159 7 167 △167 －

計 3,888 47,094 50,982 △167 50,815

セグメント利益又は損失

（△）
254 △21 232 － 232

（注）セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致している。

 

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年12月31日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：百万円）

 報告セグメント

合計 調整額
四半期連結損益
計算書計上額
(注) 冷蔵倉庫事業 水産食品事業

売上高      

外部顧客への売上高 3,801 50,192 53,994 － 53,994

セグメント間の内部売

上高又は振替高
158 10 168 △168 －

計 3,959 50,202 54,162 △168 53,994

セグメント利益 352 123 476 － 476

（注）セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致している。

 

　２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　（固定資産に係る重要な減損損失）

　　　冷蔵倉庫事業セグメントにおいて、豊洲新市場への本社移転時期が確定したことに伴い、減損処理を行って

いる。なお、当該減損損失の計上額は、当第３四半期連結累計期間において142百万円である。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 1円67銭 3円69銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（百万

円）
140 309

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（百万円）
140 309

普通株式の期中平均株式数（千株） 83,743 83,742

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していない。

 

 

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。

 

 

 

 

 

 

 

２【その他】

該当事項はありません。

 

 

 

 

EDINET提出書類

株式会社ホウスイ(E00017)

四半期報告書

16/18



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成28年２月10日

株式会社ホウスイ

取締役会　御中
 

監査法人　和宏事務所
 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 　大塚　尚吾　　印

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 　　畝　照尚　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ホ

ウスイの平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成27年10月１日

から平成27年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年12月31日まで）に係る四

半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記

について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連

結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対

する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準

に準拠して四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される

質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥

当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ホウスイ及び連結子会社の平成27年12月31日現在の

財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が

すべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）　１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社

（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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